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●第８回繊維産業技能実習事業協議会開催 

１１月１日（金）、経済産業省において第８回目繊維産業技能実習事業協議会が開催され、当

会より金澤専務が出席した。 

当日は、①取組状況のフォローアップ、②技能実習事業の最近の状況、③サプライチェーン

の責任に係る取組に関する事例紹介について報告、説明が行われた。 

各構成員団体の取り組みの状況、日本タオル工業組合連合会及び今治タオル工業組合、日

本アパレル・ファッション産業協会における適正化の取組について紹介、平成３０年の不正行為

等の状況等について報告があった。 

また、意見交換では、織布運転技能実習第３号移行について関係機関のさらなる協力、技能

実習修了者が特定技能として在留できるようにするなどの要望があった。 

 
●近畿以西織物組合【拡大】事務局会開催 

１１月８日（金）、広島産地（福山市）において近畿以西織物組合【拡大】事務局会が開催され

た。今年度は従来の近畿以西の産地だけではなく、綿工連傘下全産地に参加を呼びかけ、知

多、尾北、三州の３産地組合が参加。近畿以西の６産地組合と合わせて１０産地の組合事務局

が出席し、福山市の生涯学習センター会議室で行われた。 

綿工連から来年度の中小企業関係予算の概算要求、織布運転技能実習第３号移行の進捗

状況等が説明され、出席産地組合事務局からは各産地の現況報告がなされた。 

また、今後も事務局会を綿工連傘下全体の情報交換の場にしていくことについて、出席者全

員賛成し、次回は知多産地での開催となった。 

 

 

第８回繊維産業技能実習事業協議会開催／近畿以西織物組合【拡大】事務局会開催／

JFW-Premium Textile Japan ２０２０Ａ/Ｗ ・Japan Creation ２０２０ 展開催／「第９回日

中韓繊維産業協力会議」開催／綿工連綿'ｓ倶楽部委員会開催／第１３１回繊維通商問題委

員会開催／下請取引の適正化について親事業者に要請／加工再輸入減税制度（暫８）延長

について／ＥＰＡ・ＴＰＰの動向／特許公開情報 

 
 

 

主 な 内 容 
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●「第９回日中韓繊維産業協力会議」開催 

１１月２１日（木）、第９回日中韓繊維産業協力会議が韓国ソウル市において開催され、綿工連

より平松会長、金澤専務理事が出席した。当日は、中国繊維産業連盟高事務局長、日本繊維

産業連盟鎌原会長、大韓紡織協会曺統括部長からの挨拶の後、①各国の繊維産業の現状に

ついて（幹事国：韓国）、②通商問題について（幹事国：韓国）、③繊維産業のサスティナビリティ

（幹事国：日本）、④ファッション・テック（幹事国：中国）についてセッションが行われた。  

    

◎会議の最後に日中韓３か国において以下の内容で「合意書」を発出した。  
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●JFW-Premium Textile Japan 2020Ａ/Ｗ ・Japan Creation 2020 展開催  

１１月１９日（火）、２０日（水）の両日、東京国際フォーラムにおいて、一般社団法人日本ファッ

ションウィーク推進機構主催の「Premium Textile Japan ２０２０Ａ/Ｗ展」、「Japan Creation ２０２０ 

展」が開催された。 

ＰＴＪは工連傘下企業から、遠州の古橋織布、播州の植山織物、備中の井原デニム（岡本テキ

スタイル、クロキ、タカヤ商事、日本綿布）、広島からカイハラ、篠原テキスタイル、中国紡織が出

展した。ＪＣにはハママツ・ファブリック・パフォーマーズ（エム・村松ジャガード織物、古橋織布、増

田産業、金原織布、丸三織物、吉野織布）、高島組合（川島織布、木村織物、駒田織布、坂尾

織物、杉岡織布、高麻、本庄織布、マスダ）と高島晒協業組合による「高島ちぢみ（地域登録商

標）」単独ブース、岡山組合（ショーワ、タケヤリ、丸進工業）が出展した。 

 

●綿工連綿'ｓ倶楽部委員会開催 

１１月３０日（土）、名古屋市の「ウインクあいち」において綿工連綿’ｓ倶楽部の委員会が開催さ

れ、８産地から１３名が出席した。当日は、２月２８日（金）に和歌山産地において開催される全国

交流会について役割分担やスケジュール等を検討した。その後、各産地の状況や自社の仕事

について困っている点等も含めて意見が出され活発な情報交換となった。 

 

●下請取引の適正化について親事業者に要請  

経済産業省は、１１月１５日付で親事業者約２０万社、及び関係事業者団体約１,１００団体に

対し、経済産業大臣及び公正取引委員会委員長の連名による文書をもって下請取引の適正化

について要請した。公正取引委員会及び経済産業省は、日頃より下請代金支払遅延等防止法

（下請法：昭和３１年法律第１２０号）の違反行為への厳正な対処を行うとともに、同法の普及啓

発を行っている。 

（参考）要請の具体的な内容 

〇親事業者代表宛て  

https://www.meti.go.jp/press/2019/11/20191115004/20191115004-1.pdf  

 

●加工再輸入減税制度（暫８）延長について 

この制度は、関税面から国際水平分業に資するため、我が国から輸出された特定の原材料

が外国で加工又は組み立てられた後、原則として１年以内に特定の製品として輸入される場合、

その製品に係る関税のうち原材料相当部分の関税を軽減するものである。  

対象製品は繊維、皮革、航空機部品。令和２年３月３１日に適用期限が到来するため、経済

産業省から適用期限を延長する要望を出していたが、１１月８日に開催された関税分科会で、現

在の繊維革産業の状況を踏まえると、関連産業の競争力の維持・向上のため、本制度は引き続

き必要であると考えられ、産業の構造改善や国際競争力の強化を支援するという政策の性格か

ら、中期的な期間を設定することが妥当であり、本制度を延長するとした場合、従来どおり３年間
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延長することが適当ではないかとの結論になった。財務大臣に答申が出され認められれば２０２０

年４月から３年の延長となる。 
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●第１３１回繊維通商問題委員会開催 

１１月１３日(水)、繊産連の第１３１回繊維通商問題委員会が東京の繊維会館において開催

された。当日は、（１）日本の繊維貿易の現況について（２０１９年１－９月期、２０１９年９月・繊産

連説明）、（２）各国とのＥＰＡ交渉状況について（経産省説明）、（３）日中韓繊維産業協力会議

通商セッションについて、（４）その他、夫々説明と意見交換が行われた。 

 

１. 輸出入全般の動向 

 ２０１９年１－９月期の繊維貿易 

 

 
円ベース ドルベース 

百万円 前年同期比（％） 百万ドル 前年同期比（％） 

輸 出  ６５３,６３８ ９９.８ 

 

 ５,９８８ １００.１ 

 輸 入 ３,１６５,４７７ 

 

 

 

 

 

９９.５ 

 

２９,０４４ １００.１ 

①２０１９年９月単月に関しては、輸出は円ベースで７０,８８７百万円（前年同月比１００.１％）、

輸入は円ベースで４０９,６５４百万円（前年同月比９７.０％）。 

②２０１９年１－９月累計の繊維品別輸出入実績に関しては、輸出（円ベース）の前年同期

比は繊維原料は１０１.３％、糸類（紡績糸・合繊糸）は９１.７％で、うち綿糸は９７.５％、

毛糸は８９.２％、合繊糸は９０.３％。織物は１０１.２％で、うち綿織物は９４.１％、毛織物は

９１.２％、合繊織物は１０５.７％。二次製品は１０１.１％。輸入（円ベース）の前年同期比は

繊維原料は９５.５％、糸類（紡績糸･合繊糸）は９２.２％で、うち綿糸は９０.５％、毛糸は 

８６.２％、合繊糸は９６.０％。織物は１０１.７％で、うち綿織物は９０.５％、毛織物は１１０.１％

合繊織物は１０７.７％。二次製品は９９.７％。 

 

２. 各国・地域別輸出入の動向 

 ①輸出（２０１９年１－９月累計） 

   Ⅰ.２０１９年１－９月の前年同期比（円ベース）は、東南アジア（中国含む）向けは９９.０％、

欧州１０４.９％。 

   Ⅱ.アジアにおいては中国が９５.９％。シェアは２８.５（前年同期比－１.２ポイント）。 

アセアン主要国は前年同期比でインドネシアが９４.６％、タイ８５.６％と減少が続く。ミャ

ンマー１２１.９％、ベトナム１０６.０％、カンボジア１１３.５％と伸びている。アセアン全体

では１００.７％でシェアは２５.７％（前年同期比＋０.３ポイント）と微増。中でも、ベトナム

のシェアは１２.８％（前年同期比＋０.８ポイント）と安定している。アセアン以外ではバン

グラデシュが１１３.３％、台湾は１１１.５％。欧州ではドイツが１１３.２、アフリカ１０６.５％

と伸びが続いている。 

   Ⅲ.米州は９８.７％、シェアは１０.５％で前年同月比－０.１ポイント。 
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②輸入（２０１９年１－９月累計） 

   Ⅰ.２０１９年１－９月累計の前年同期比（円ベース）は、東南アジア（中国含む）が９９.１％、

米州１０２.３％、欧州１０５.８％。 

   Ⅱ.アジアでは中国が９５.２％、シェアは５４.９％（前年同期比－２.５ポイント）と減少が続く。 

   Ⅲ.アセアン全体では１０６.４％。主要国はベトナム１０８.０％、カンボジアが１０８.４％、マレー

シア１０６.９％、ミャンマー１１７.６％、インド１０６.０％。アセアンのシェアは２８.０％（前年

同期比＋１.８ポイント）と続伸。ベトナムのシェアは１３.２％（前年同期比＋１.０ポイント）。

アセアン以外では台湾９２.０％、バングラデシュ１０９.２％、ドイツ１０８.３％、アフリカ 

１０５.０％。 
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EＰＡ（経済連携協定）・ＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ協定）の動向 

●我が国のＥＰＡへの取組状況 
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 日  本  と  各  国  と  の  Ｅ  Ｐ  Ａ  交  渉              

●日・ＥＵ経済連携協定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本関税協会「貿易と関税」２０１９年４月号 

○日ＥＵ協定の自己申告原産地証明書について問合せ先 

各税関原産地調査官 

名古屋税関 

電話番号：052-654-4205 

メールアドレス： nagoya-gyomu-gensanchi@customs.go.jp 

大阪税関 

電話番号：06-6576-3196 

神戸税関 

電話番号：078-333-3097 

メールアドレス： kobe-gensan@customs.go.jp 

 

○原産地証明書（税関ＥＰＡマニュアル） 

Ｐ.５１－５４ （Ｐ.５１の下方に原産地証明書サンプル） 

http://www.customs.go.jp/roo/origin/epa.pdf#search=%27%E6%97%A5EUEPA%E5%8E%9F%E7%94%A3%E5%9C%B0%E

8%A8%BC%E6%98%8E%E6%9B%B8%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%27 

 

 

http://www.customs.go.jp/nagoya/index.htm
mailto:nagoya-gyomu-gensanchi@customs.go.jp
http://www.customs.go.jp/osaka/index.htm
http://www.customs.go.jp/kobe/index.htm
mailto:kobe-gensan@customs.go.jp
http://www.customs.go.jp/roo/origin/epa.pdf#search=%27%E6%97%A5EUEPA%E5%8E%9F%E7%94%A3%E5%9C%B0%E8%A8%BC%E6%98%8E%E6%9B%B8%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%27
http://www.customs.go.jp/roo/origin/epa.pdf#search=%27%E6%97%A5EUEPA%E5%8E%9F%E7%94%A3%E5%9C%B0%E8%A8%BC%E6%98%8E%E6%9B%B8%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%27
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●日中韓経済連携協定について 

 

ＦＴＡ発効を踏まえたアジア貿易自由化への影響  

 

東アジアの繊維貿易フロー （２０１７年） 
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●日・ＲＣＥＰ経済連携協定について 

１１月１日－２日、タイにおいて、東アジア地域包括的経済連携（ＲＣＥＰ）閣僚準備会合が、続

いて１１月４日に第３回ＲＣＥＰ首脳会合が開催された。この会合では昨年の首脳合意、また、１０

月の閣僚会合で残されている論点について閣僚間で議論を行ったが年内の大筋合意には至ら

なかった。２０２０年中の大筋合意を目指す。この会合において以下の共同首脳声明が発出され

た。 
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１．ＲＣＥＰが実現すれば、人口約３４億人（世界全体の約半分）、ＧＤＰ約２０兆ドル（世界全体

の約３割）、貿易総額約１０兆ドル（世界全体の約３割）を占める広域経済圏が出現。 

２．世界の成長センターであるアジア太平洋地域経済との連携強化は、我が国が経済成長を

維持・増進していくために不可欠。 

３．我が国の貿易総額に占めるＦＴＡ締結相手国との貿易の割合（ＦＴＡ比率）が２７％、（中国 

２１．２％、韓国５．６％）増加し、日本再興戦略の目標達成（２０１８年までにＦＴＡ比率７０％）

に寄与。 

４．物品貿易（関税撤廃・削減等）に加え、サービス貿易、投資、知的財産等が含まれるため、

これらの分野での我が国企業の活動を支援、地域におけるルール作りに貢献。 

５．広域のＦＴＡが実現することにより、参加国間における貿易・投資が更に促進されるとともに、

地域における効率的なサプライチェーンの形成等に寄与。 

 

●日・トルコ経済連携協定について 

９月３０日から１０月４日にかけて、東京で開催された第１７回交渉会合において議論が進み、

その後の「即位の礼」のためのトルコ大統領の来日で進展が見込まれていたが、トルコ国内問題

で来日が叶わなかった。日・トルコＥＰＡに関しては、繊維は累積項目等 日・ＥＵと同じ内容にな

ると考えられる。 

外務省 https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/fta/j_turkey/index.html 

 

●日・コロンビア経済連携協定について 

外務省 https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/fta/j_colombia/index.html 

   

●日・カナダ経済連携協定について  

外務省 https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/fta/j_canada/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/fta/j_turkey/index.html


綿スフ織物情報              ２０１９年(令和元年) １２月号 Vol.１８４５ 

 
 

 

 - 14 - 

●特許公開情報 

２０１９年１０月に公開された織物の製造方法に関する、特許公開情報です。 

特許電子図書館 HP： https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 

検索範囲： 4L048, D03D1/00～D03D27/00 

 

 

 

[特許公開情報] （２０１９年１１月公開分） 

＜１１月分＞   

項番 文献番号 出願人 発明の名称 

1 特開 2019-194371 
東レ（株） 

創和テキスタイル（株） 
織物 

2 特開 2019-194379 備酒 豊（大阪府） 強靱糸及び耐切創性を備えた編織物 

3 特開 2019-194385 
スパンファブ，エルティー

ディー（米） 
変形可能織物の安定化 

4 特開 2019-196127 トヨタ紡織（株） シートベルトウェビング 

5 特開 2019-196559 日本フイルコン（株） 工業用織物 

6 特開 2019-198511 住江織物（株） 調光カーテン及び布帛 

7 特開 2019-198815 帝人フロンティア（株） フィルター用織物およびフィルター 

8 特開 2019-199091 トヨタ紡織（株） エアバッグ及びエアバッグの設計方法 

9 特開 2019-199669 （株）アズ デニム生地およびその製造方法 

10 特開 2019-203208 旭化成（株） 複合糸 

11 特開 2019-203230 福井県 斜交織物の製造方法及び製造装置 

12 特開 2019-203231 福井県 筒状織物の製造装置及び製造方法 

13 特開 2019-203237 

ドイチェ インスティテュー

ト フュア テクスティル ウ

ント ファーザーフォルシュ

ング デンケンドルフ（独） 

感知糸 

14 特開 2019-204944 

サンコ テキスタイル イス

レットメレリ サン ベ 

ティク エーエス（トルコ） 

切替え可能な電磁シールド 



２０１９年(令和元年)  １２月号 Vol.１８４５             綿スフ織物情報  

 
 
 

 - 15 - 

１１月の行事  

１１月 １日 ………… 第８回繊維産業技能実習事業協議会（経産省） 

１１月 ８日 ………… 近畿以西〔拡大〕事務局会議（広島産地） 

１１月１３日………… 第１３１回繊維通商問題委員会（東京・繊維会館） 

１１月１９～２０日……ＪFW-Premium Textile Japan ２０２０ Ａ/Ｗ、JFW-Japan Creation ２０２０ 

１１月２１日 …………第９回日中韓繊維産業協力会議（韓国・釜山） 

１１月３０日………… 綿工連綿’ｓ倶楽部委員会（名古屋）  

 

１２月以降の行事 

１２月 ４日 ………… ＳＣＭ推進協議会取引改革委員会（東京・ＴＦＴビル） 

１２月１８日………… 繊産連常任委員会（東京・東海大学校友会館 

１月１２日………… 繊産連監査委員会（東京・繊維会館） 

１月１６日………… 繊産連役員総会・・賀詞交換会（東京・東京プリンスホテル） 

２月２８日………… 綿工連綿’s 倶楽部全国交流会（和歌山） 

３月１２～１３日……第７回綿織物産地素材展（東京・文化ファッションインキュベーション） 

３月３０日………… ３団体予算理事会（大阪・綿業会館） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ジャパン・コットン・マーク”は 
優れた国産綿素材製品の証明です 

 

国産綿素材の優れた品質をアピールして需要振興を

図るため、国内で製造した綿素材の織物を使用した

繊維製品に対してジャパン・コットン・マークの表示を

推進しております。 
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